
令和３年度教育センターだより 第３号
川越市立教育センター

TEL ２３５－７５９１
FAX ２３０－１０２３
e-mail kyoikucenter@city.kawagoe.saitama.jp

今年度は夏季休業中に初任者研修機関研修第５回～第１１回を行いました。
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、研修形態を変更したものもあり
ましたが、集合型研修でもオンライン研修でも、質の高い研修が行われ、参
加した初任者も、自身の実践に活かすべく、真剣な眼差しで取り組んでいま
した。特に、第７、８回の教科研修では、より専門的で、実践的な研修内容
に、意欲的に取り組む姿が見られました。この夏期休業中に学んだことを活
かして、２学期以降の教育活動をより充実したものにしてくれることを期待
します。

生徒指導・教育相談初級研修⑥「ソーシャルスキルトレーニング」では、

教師と児童生徒との日常的な信頼づくりの重要性についての講義を行いまし

た。ソーシャルスキルトレーニングとは、良好な人間関係をつくり、その関

係を保つための知識や具体的な技術を育てる方法であることを説明し、演習

において実際に初任者に体験させることで、理解を深めることにつなげまし

た。

この２回の機関研修は各教科に特化した研修を行いました。いずれの教科

においても、学習指導要領で求められていることや授業計画の立て方、評価

の仕方、様々な指導技術等についての研修が行われました。小学校外国語活

動の研修では、「Small Talk」という帯活動で行う対話の学習について、表現

の例なども示しながら説明しました。中学校国語科では、講師のこれまでの

経験から、どのような授業がよい授業なのかということについて考えを深め

させました。

今年度もテーマは「Interactive インタラクティブ（双方向）」とし、オ

ンライン（同時双方向型）で実施しました。午前は特別講演、午後は総数

１１講座の実践発表をいただきました。延べ４５１名の先生方が参加しまし

た。

午前の特別講演は、「新しい時代に求められる教師力、学校力～確かな学力

を育む川越授業スタンダードの定着をとおして～」と題して、川越市教育委

員会教育委員嶋野道弘氏が講演を行いました。参加者は、川越市小・中学生

学力向上プランの本質・理念や１時間の授業づくりの在り方について理解し

ました。

午後の実践発表では、参加者が先進的な研究を学び、視野を広げる場とな

りました。また、発表者にとっても、自身の研究の成果と課題を明らかにし、

今後の研究・実践へ結びつく機会となりました。


